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                          (Director T. Kishimoto M. D.) 
   A case of retrocaval ureter was presented, in which the diagnosis was established 
prior to operation by inferior vena cavography combined with retrograde pyelography. 
   Partial resection and reanastomosis of the ureter was performed. The patient has been 
asymptomatic for the past 7 months after surgery. 
   Statistical review of the 46 cases of retrocaval ureter reported in Japan was briefly 
made.
は じ め に
下 大静脈後 尿管 は下大静脈 の胎生期 におけ る
発育過程 の異常 に よる尿管 の走行異常 で,従 来
かな り稀 な奇形 と考 え られ ていたが,近 年,血
管造影 も含めた レ線診断法 の進歩 に より,比 較
的容 易に診断 が下 され るようにな り,従 来考 え
られ ていた程稀 な疾患 ではな くなった.欧 米で
は1893年にHochstellerが剖検 時に発見 して以
来,諸 家の集計が あり,既 に100例を越え るも
の と思われ,本 邦において も1941年山本1)によ
る最初 の臨床例 の記載 以来,自 験例 も含め既 に
46例をみてい る.し か もこの約3分 の2に 当た
る31は例最近5年 間の ものであ り,今 後 なお増
加 する もの と思 われ る.本 症 の診断 面において
は,も はや問題 はないに して も,如 何に して合
併症 や後遺症 な く治癒 させ うるかは,今 後大い
に検討 を要 す るところであ ろう.
最近,わ れ われ は本症 の1例 を経験 し,尿 管
切断後,整 復再 吻合 す るこ とに より良好 な結果
を得 たので,こ こに報 告す ると ともに本邦報告




















現症=体格中等大,栄 養佳良.平 熱.脈 拍整,緊張
良・血圧112/60mmHg・右前頭部に3×5cmの白斑,
白髪を認め,頭頂部に植毛術施行の際の抜 毛 創 が あ





















膀胱鏡所見:容 量は300cc以上あ り,粘 膜には著
変を認めない.尿管口の外観は両側ともほぼ正常で,
























































れたので,腎 痩のネラ トソ ・カテーテルを抜去した.







本症 の本邦 におけ る最初 の臨床 報 告 例 は,
1941年山本1)によって発表 され ている.当 時は
稀有な疾患 と考 えられていたが,そ の後症例報
告が逐次増加 し,最 近では本症に関す る詳細 な
原著 もい くつかみ られ2-5).既に述 べ 尽 された
感があ るので,わ れわれは次の ような数項 目に
っいて,若 干 の考 察を加え るに とどめた.
頻 度お よび本邦報 告例:
本邦報 告例については,最近,前川 ら(1965)5)
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第1表 追 加 症 例 一 括
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が32例を集計 してい るが,そ の後われわれ の調
べ えた ところでは,第1表 の ように 自験例を含
めて14例6)-18)あるので,現 在 までの ところ本 邦
報告例は46例となる.こ の他 に詳細不 明の報 告
が数例み られ たが,こ れ らは割愛 した.本 症 の
頻 度については,Nielson(1959)191によれば,
剖 検1,000例につ き0.9%の割 にみ られ る とさ
れ,春 名20)もわつか57例の剖 検例中,2例 みを
ている.従 って諸家 の認 識 も深 まり,診 断技術
の進歩 した現在,本 症 の報告 例は ます ます増加
す るもの と思われ る.本 邦報告例46例の うち,
その約2/3にあたる31例が,1960年以 降の もの
であ ることは,こ のこ とを如実 に物 語 っ て い
る,右 側 の水腎症 と尿管 の走行異常を みた とき
は,一 応本症 を疑ってみ るべ きで あろう.
年 令:
Rowlandeta1.(1960)21)にょる と,90例以
上 の症例 で,年 令分 布は6才 ～56才にわ た り,
ピークは20才代 となってい る.本 邦報告例45例
(不明1例 を除 く)で は,最 年 少8才,最 年 長
65才,平均年令36才で,20才未満 の ものは3例
に過 ぎない.先 天性奇形 であ る本症 に若年 者が
少ない こ とは,二 次的 に生 ず る水腎症 お よびそ
の他の合 併症 の発現 までに時間的経過 を要 す る









にみ られた左側下大静脈後尿 管 を 報 告 してお
り・Gladstone(1905)は両側 に生 じた無心胎
児 の1例 をみてい るが,本 邦報告例 はすべ て右
側 である.
症状=
本症 の主要症 状 として特異的 な ものは な く,
尿管 の通過 障害 に よる水腎症 の症状,さ らに こ
れ に加 わった感染,結 石形成 な どに ょる症状が
主 な ものである.従 って初診時 の主訴 もかな り
多岐 にわ たっている.本 邦報 告例46例の うち,
記載 の明らか な34例の 自覚症 状をみ てみ る と,
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血尿16例(47%),右 側腹 部痛14例(41%),
膀 胱炎症状3例,腎 孟 腎炎症3例,無 症状1例 ,
その他7例 となってい るが,血 尿16例のうち3
例は,い わゆる無症候 性血 尿で ある.自 験例 の
ように血尿 と同時に右 側腹部 の疹痛を きた し,
右側 の尿路結 石症 を疑わ しめ る症状を呈 した も
のは9例 あ るが,こ の うち実際に結石を有 した
ものは3例 のみであ る,
合併症 についてみ ると,水 腎症は記載の明 ら
かな37例の うち34例(92%)にみ られ,臨 床例
においては まつ必 発の もの と考え られ る.同 側
の 尿路 結石 を合併 す るものは,43例 中12例
(28%)にみ られ,か な り頻度が高いが,尿 の
停留 が結石形成の要因 となってい る の で あ ろ
う。その他の合併 症 としては,右 腎 結 核5例
(12%),左腎結核1例,左 側尿 管結石症1例,
膀胱腫瘍1例 となってい る.
身体 の他の部分 の奇形 を有 する ものは,本 邦






既述 した ように,本 症 に特異 的な症状 はない
ので,診 断 は もっぱ らレ線検査 に よる.
Randall&Campbel1(1935)が斜位 または
側位 の撮影を推奨 して以来,種 々の撮影法が提
唱 されてい るが,排 泄性腎孟撮影,前 後 お よび
側位 の逆行性 腎孟尿 管撮 影,さ らに これ らと下
大静脈造影 との併 施に より診断は確実 とな る.
本邦報告例 においては,46例の うち術前 に確定
診断 を うけた もの31例,疑 いを もたれた もの3
例で,そ の診断率 は74%であるが,近 年 はほ と
んどすべ てが術前 に診 断 されてい る.た だ ここ
で注意を要す るのは結 石そ の他に より尿管 の描
出が不充分 なぽ あい とか,あ るいは尿管 の走行
は明 らかで あっ て も,典 型 的 なdistinctive
hookの像 を示 さないばあいが あ ることであ る,
土屋 ら(1963)23)による と,尿 管がゆ るやか に
内側 に弧 を描 いて椎 体上 を下行 す る型 もあ り,
この ようなぱあいには,腎 嚢胞,腎 腫瘍,後 腹
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膜腔お よび腹腔内腫瘍 に よる像 との鑑 別を要 す
る.そ の他aberrantvesse1による尿管 の圧
迫 も考慮す る必要が あろ う.
治療:
なん らか の症状を呈 して訪れ た本症患者 に対
して,対 症療法 に とどめるか,あ るいは観 血的
に整復術を行 な うか は,も ちろん症例 に よって
異 なるで あろ うが,既 に水腎症が存在 し,こ れ
が将来増悪す る と予想 され る ものに対 しては,
積極的 に観血的整復術が行 なわれ るべ きであろ
う
現在 までに行 なわれて いる術式 を 大 別 す る
と,(1)腎摘 除術,(H)尿 路系に手術侵襲 を加
え るもの,お よび(皿)尿路系は その ま ま に し
て,下 大 静脈 に侵 襲を加え るものに 分 け ら れ
る.
尿路系 に手術侵 襲を加え るものには,(1)尿
管 を下大静脈 との交叉部 よ り下方 の正常部分 で
切断 し,腎 孟 尿管移行部に引 き上 げ,水 尿管性
の部分 を切 除後,腎 孟に吻合す るもの,(2)尿
管を腎孟尿管移行部 で切断 し,整 復 後,腎 孟 に
吻合す る もの,(3)尿管 を末梢部 で切断 し,尿 管
の走行を正常 とした後,そ の末端を膀胱に吻合
す る ものな どがあ る.一 方,下 大静脈に侵瑳を
加え るものに は,(1)下大静脈 を結紮 切断 し,
尿 管を整復 す るもの と,(2)下大静 脈 を 離 断
後,尿 管 を整復 し,下 大静脈 を再吻合す る もの
とが あ る.
Rowlandeta1.(1960)21}は外科 的手術 を施
行 した37例につい て観察 し,尿 路整復術32例,
尿路 整復 術後,腎 摘除術2例,同 じ く整 復 術
後,尿 管 皮膚 移植術1例,下 大静脈整復術2例
と記載 してい る。
本邦報告 例46例の治療内容 にっいては,第2
表 に表示 したが,欧 米 に比 して一次 的な腎摘 除
例が多い のは,初 期 に これが多 かったためであ
り,近 年 は患側腎 の荒廃が著 しいば あいを除い
ては,も っぱ ら整復 手術一大多数 は尿路 系の整
復一 が行 なわれてい る.下 大静脈離断後再吻合
術 も既 に4例 の成功 例がみ られ る5)13}24)25)
一方,術 後成績 についてみ ると,現 段階 にお
いて その成績 は必ず しも満足 すべ きもの とはい
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えない ようであ る.遠 隔成 績を追求 した症例が
少 な く,詳 細 な検討 は困難 であ るが,本 邦報告
例46例の うち整復手術 を行 なった33例中,術 後
30日以上経過 後の記載 の あるもの19例につい て
み ると,尿 管 整復 を行 なった もの16例で は,排
泄性腎孟撮影 その他で,幾 分 とも改善の跡をみ
るもの9例,腎 摘 除4例,結 石 発生1例,水 腎
症 の発現 した もの1例,そ の他1例 となってお
り,成 功率 は60%であ る.術 後腎摘 除術施行 の
止む な きに至 った4例 の術 式は,尿 管端 々吻合
3例,Hari11手術1例 であった.一 方,下 大
静脈 の整復 を行 なった ものは,す べて良好な結
果を えている ようであ る.
井上 ら24)によれ ば尿管整復術 の成功率 は,端
々吻合術40.6%,腎孟尿管吻合術70.9%であ る
とい い,術 後 の尿管狭窄,感 染,縫 合不全,尿
痩 な どは常 に問題 にな るところであ る.一 方,
下大静脈 の整復術 については,高 安 ら鋤 に よれ
ば下大静脈 の結紮,切 断 に よる全身 な らびに尿
路系 への影響 は,動物実験 お よび臨床経験 から,
腎静脈分岐部 以下 な らば,な ん ら重篤 な ものは
ない とされ,井 上 ら24).前川 ら5}13).はこれを
推奨 し,良 好 な結果 をえてい る.雑 賀 ら4)は血
栓形成,右 心不全 のおそれ,そ の他 の術 後合併
症 に危倶をいだ いてい るが,単 腎者 あ るいは対
側 腎不全者に は試み るべ き一法 としてい る.
いつれにせ よ,本 症 に対 する術式 の改 良,選
択 は本症の治療 にあたって,今 後 の大 きな課 題





したが,術 後7カ 月現在,経 過は良好である.
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第5図 術 後45日目IVP15分 像
